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本稿は前号「学校英語か実用英語か（その
2）」（『阪南論集』人文・自然科学編，22巻，
4号）に引き続き，目次の皿の3および4につ
いて述べる。
皿　学校英語と実用英語
　3．夫学入試と英語
　＊受験英語を存続させるぺきか否か
　Iの1「平泉・渡辺論争」のメインテーマの
一つは，英語を大学入学試験の科目として存続
させるか否かということであった。渡辺氏は存
続論であり，英語が大学における修学適性度を
測るためのバ1コメーターとして最適であること
をその理由としておられる。現在，英語はほと
んどすべての大学で入試の必修科目とされてい
るが，それは，英語の成績が他の教科に比べて
入学後の成績との相関度がきわめて高いからで
ある。外国語の習得には日常の地道な努力が必
要であり，一夜づけではなかなか良い点がとれ
ない。語学に良い成績をおさめるということ
は，」真面目な勉強家であることを証明するもの
である。また・学問研究を行っていく上で最も
大切な資質の一つである論理的思考力も，外国
語の学習によって養われるものである。
　これに対．して平泉氏は，英語を受験による強
制によって学習させることは良くないという立
場に立ち，次のように論じておられる。現在の
大学入試は，大学教育を受けるだけの能力を有
するか否かを認定するための試験ではなく，戦
前では想像もつかなかった多数の大学入学希望
者をrふるい落とす」ためのものである。学科
能力を単に受験者をふるい落とすために利用す
るということは，実に危険なことであり，また
大学人のモラルに反することでもある。現在の
ような受験体制のもとにおいては，単なる学科
能力を利用することによって，どこまで受験生
の本当の能力をテストできるかは疑問であ孔
さらに氏は，ある学科が受験科目に利用されれ
ば，その学科自体がダメージを受けることにな
るとして，次の様に述べておられる。
　実はもっと重大なことは，利用された｝学
　科”の受ける0被害’なのである。
　　受験の対象科目にえらばれる栄誉を担った
　「学科」は，その瞬間からもはや「学問」で
　あることをやめる。生徒にとって，それはも
　はや，あの魅力に輝く好奇心と愛情と尊敬と
　の対象ではr永遠に」なくなるのである。な
　るほど，生徒は熱心に勉強するであろう。参
　考書はとぷように売れるであろう。担当の先
　生方は父兄から大事にされるであろう。しか
　し，そこはどこかの国の公認イデオロギーの
　教科のような灰色の重圧が重くのしかかって
　くる。r学問」はそこには消える。残るのは
　救いがたい精神の荒廃である。
　　英語．こそは大学入試の花形である一とい
　う人がある。これからの日本にとってかけが
　えのないほどに大事な知識の一つである外国
　語，なかんずく現代世界での最大の国際語で
　ある英語を，そんなことにしてしまっていい
　のだろうか。大学の都合で，適当に志望者を
　「えりぬく」手段として，「便利」だというこ
　とで，英語が利用されていいのだろうか。そ
　もそも国民教育における外国語とは何なのだ
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　ろうか。
　英語の学習を真理の探究からそらしてはいけ
ないという平泉氏の見解幸ま，一見したところ非
常に崇高な響きをもっている。しかし疾くつき’
つめてみると，その見解は単なる理想にすぎな
い。そもそも，人は必要にせまられなければわ
ざわざ外国語の学習などしないものである。世
界中を見渡してみても，外国語ができる人とい
うのは，たいてい，どうしてもその言葉をしゃ
ぺらなければ生活に支障をきたすとか，その言
葉をしゃぺると経済的に得をするとか，過封…
おいて他の国家や民族によってその言葉を強制
されたとかいう・ようなケースばかりである。東
南アジアの人々が英語を勉強するのは，英語を
知らないと，商社マンはもちろんホテルのボー
イにもなれないからである。スカンジナビア諸
国の人々にとっては，英語は彼響の文化と深く
結びついたものであり，日常生活と切り離すこ
とのできないものである。日本人は幸か不幸か
外国人によって政治的に外国語の学習を強制さ
れたことがない。それは恵まれた状況だと言え
るが，その反面，白本人が外国語べたであるこ
との原因でもある。
　我が国の学生に英語学習の目的は何かと聞い
てみると，入学試験科目に英語があるからだと
いうのが，最も素朴で正直な返事であろう。そ
れがホンネであろう。受験という強制力によっ
て英語を学習させることに問題がないとはいえ
ない。語学が非常に嫌いだという人にとって，
義務教育で英語を強制的に学習させられ，入学
のための選抜の手段として英語が用いられると
いうことは，まったく理不尽なことであろう。
しかし，入学試験が日本人に英語を勉強させる
大きな原動力・となっていることは事実である。
　＊学校英語落伍者のルサンチマン
　我が国は学歴社会であり，一流大学に入るか
どうかが生涯に大きく左右する。その選抜の手
段として英語が用いられているということは，
学校英語がにがてな人にとっては，まさに怨念
であろう。その人達は当然入試英語および学校
英語廃止論に傾く。学校英語は役に立たない偽
の英語であり，真あ価値をもった英語である実
用英語とはまったく別のものであるという声が
どこかでささやかれれば，学校英語に悩まされ
てきた人は誰でもその声にとびつくであろう。
もしかりにその声が正当であったということに
なれば，その人々は，理不尽な入試制度や学校
制度の犠牲者だったということになるのであ
る。悪いのは努力の足りなかった自分自身では
なくて，偽の英語を教えた学校英語教育だとい
うことになるのである。自己暗示でも’よいか
ら，そのように信じた方が気分的に楽になれる
というものである。渡辺氏は，学校英語教育の
落伍者の中には，そのルサンチマン（reSSenti－
ment）すなわち怨念を晴らすために外国へ行
く人達があるとして，次の様に述ぺておられ
る。
　　中学・高校の教員と多少やった経験からい
　いますと，学校でしゃぺらない英語で満足し
　切れなくて飛び出るなんて女のコがいたら，
　それはしゃべらない英語ができないコです。
　ところが，しゃべらない，漢文型の英語に対
　する世の中の批判が高いことは，何となく知
　っているわけ。だから，私たちよりも勉強で
　きるコたちは，しゃべらない英語をやって有
　名な大学へ入ればいいじゃないの，私はあい
　つらができないしゃべる英語をやるんだわよ
　と，ルサンチマンで外国へ行くから，釦能指
　数がグンと低い女子が相当数外国へ行ってい
　るはず一です。（渡辺昇一・松本道弘，『英語の
’学ぴ方』，実業之日本社，1980，p．164）
　入試英語・学校英語廃止論のホンネを考え亡
みよう。従来，廃止論の理由づけとしては三’学
校英語は，末しょう的な支法事項にこだわって
いるために，本来の実践的な英語能力を身につ
けるのに役立っていない，・と言うようなことが
さけばれてきた。確かに学校英語は完ぺきなも
のではない。しかし，それを是正するには学校
英語の内容を改善すればよいのであって，廃止
する必要はない。学校英語がすべての人にとっ
てまったく害あって益なしというのであれば廃
止すべきであるが，学校英語のおかげで英語が
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できるようになったという人も多いはずであ
る。学校英語落伍者のルサンチマンの声があま
りにも大きいので，世間の人が，あたかも学校
英語が有効に機能していないかのような印象を
もつようになったのではないか。入試英語・学
校英語廃止論のホンネは，実はこの学校英語落
伍者のルサンチマンの声ではないだろうか。学
校英語が英語学習に有効に機能していない云々
と言うのはタテマエ上の理由であって，．ホンネ
は，このルサソチマンの声をいかになだめて満
足させるかという点にあるのかも知れない。
　＊入試英語について
　順当な考えから言えば，まず英語教育があっ
て，しかる後にその終極点としての入試英語が
あり，入学試験は各人の英語修得度の結果を計．
るための手段であって，それ自体が目的でな
い，ということになるであろう。あくまでも目
的は英語教育そのものであり，そこにポイント
が置かれるぺきであるというのが本来の考え方
であろう。しかし受験生のホンネはその逆であ
る。あくまでも入学試験の問題そのものがかな
めである。まず入試問題についての予想がなさ
れ，それに従って高校・中学における英語学習
の内容が定ってくるというのがホンネであろ
う。例えば，今日の国際化社会においては耳か
らの英語が重要視されているが，その事を何人
もの英語徴育関係者がくりかえし唱えるより
も，たらた一言，大学側が，ヒアリングに関す
る出題をすると宣言した方が，学生が真剣にヒ
アリングの訓練をするためのはるかに大きなモ
ーチペーションとなるであろう。
　平泉試案では，学校英語教育の廃止と同時
に，入試英語の廃止も唱えられていた。しかる
に，文部省は，中学校英語週三時問制によって
学校英語教育の縮少は行ったが，入試英語の縮
少は行なわなかった。しかしそのことがより混
乱を生じさせる結果となった。学校英語の廃止
と入試英語の廃止はセットになっているのであ
る。学校英語廃止案を支持する訳ではないが，
もしそれを遂行するとすれば，学校英語教育の
ホンネという点からのかなめである入試英語を．
まず排除する必要があったのであ孔入試英語
をそのまま存続させておいて英語授業時間数の
削減だけを行ったが，それが多数の中学生・高
校生の塾通いという現象を生み出し，学校教育
に混乱を生じさせたのは当然の結果である。
　理想から言えぱ，受験などで強制することな
く，英語に対する真からの興味によって英語を
学ばせるべきである。受験の強制力をかりて無
理に英語を勉強させるというのは邪遣のような
感じさえする。しかし実際問題として，入試に
英語を課することが，はからずも，我が国の学
生に真剣に英語を勉強させる最も有効な要因と
なっているのである。入学試験という英語学習
のための大きな原動力をあえて放棄する必要は
ないと思われ孔入試制度に問題がないとは言
えない。社会的なひずみが生じる原因ともなっ
ている。平泉氏は，「わが国において，語学の
できる，できないという種類のことがパッシ’ヨ
ネートな議論になりやすい。それはコソプレッ
クスにつながっているのです。」（『英語教育大
論争』p・162）と述べておら・れるが，これも入
試英語がその原因の主体となっていると思われ
る。しかし現在の日本杜会において，受験生や
教育ママのエネルギーが，国民全体がそこそこ
の英語力を身につげるための最大の原動力とな
っていることは事実である。我が国が，まぎれ
もなく経済的・文化尚に国際社会の摩擦の中に
置かれているにもかカ・わらず，国際的に孤立し
た言語状況のもとにあるために，各人の英語学
習のモーチベーションがファツションの域を出
ないことを考えた場合に，受験生や教育ママの
エネルギーを利用するのはやむをえないことか
も知れない。
　4．いかにして学校英語と案用英語を結合さ
　　せる’か
　＊学校英語と実用英語は別物ではない
　学校英語と実用英語は世間で言われているほ
ど別物ではないというのが私見である。しばし
ば両者は相反するもののように言われるが，そ
れは後者が前者のアンチテーゼとして人々・め意
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識に上ってきたものだからであろう。そもそ
も，学校英語と実用英語という二つの異った種
類の英語が存する訳ではない。
　日本人の場合，大部分の人は学校英語から英
語の世界に入乱学校英語を否定する人も，実
は学校英語からスタートしている人がほとんど
なのである。学校英語はにがてだったが実用英
語は得意だという人も，自分では気づいていな
いかも知れないが，実は学校英語によって英語
の基本的な文法構造を認識してから実用英語を
身につけたのである。もし，学校英語はまった
く何も解らなかったけれども，実用英語には自
信があるという人が居れば，それは嘘である。
あるいはその人自身の錯覚である。英語の基本
構造を理解していなくてもファッションとして
の英会話の雰囲気にひたることはでき乱しか
しそれは本来の言語活動とは言えない。
　実用英語はできるが学校英語はできないとい
う人は存しない。しかし，学校英語はできるが
実用英語はできないという人は存する。それ
は，学校英語の学び方あるいは教え方が誤って
いたからである。それが誤っていた為に，学校
英語が実用英語へとつながっていかないのであ
る。どのような点で誤っていたのカ・。二つのこ
とが考えられる。一つは，訳読式教授法が正し
く行われなかった点であり，もう一つは，音声
面の教授がおろそかにされていた点である。
　＊訳読と言語構造
　我が国の伝統的な英語教授法は訳読中心であ
る。英語学習過程において，英語を日本語に訳
すこと自体は悪くない。ただし，英語を理解す
ることと英語を日本語に訳すことは，必らずし
も同じではないということを銘記しておくぺき
である。英語の意味内容を充分に理解してなく
ても，それなりに日本語に訳すことができる。
また逆に，英語を理解していてもうまく日本語
に訳すことができないこともある。英語を翻訳
するということは，英語を理解することとは異
ったまた別の一つの技術なのである。よく，日
本語に訳してから英文の内容を理解しようとす
る人や日本語に訳さなければ英文の内容を理解
したような気になれない人がいるが，それは順
序が逆である。先にもとの英語を英語のままで
理解し，その後で日本語に訳すのである。
　いま一度，訳すという過程がいかなるもので
あるかを考えてみよう。訳には直訳と意訳があ
る。直訳とは，原文の一語一語の語旬に忠実に
訳すことであるが，要するに，個々の単語を日
本語に置きかえてそれを日本語の語煩に並べか
えることであ孔意訳とは，一語i語の語句よ
り，むしろ原文の内容全体に重点をおいて訳す
ことである。直訳は意訳に比べて日本語として
不自然なものになることがある。イデオムの場
合のように，直訳では訳しきれなくてどうして
も誤訳になっ」てしまうこともあ孔しかし外国
語の学習の初歩の段階においては，あえて直訳
することが必要である。それは，外国語の文法
構造を認識するためには，まず直訳することに
よってその外国語・と格闘することが必要だから
である。意訳はその次の段階として行われるぺ
きである。
　言語構造は次の三つのレベルから成る。第一
のレベルは「音素」（Phoneme）であり，第二
のレペルは「形態素」（morpheme）であり，第
三のレベルは「統語法」（SyntaX）である。「音
素」とは，物理的には限りなく存在する種々の
音声の中で，ネイティブ・スピーカーが，母国
語の音声体系を構成するために弁別している最
小の音声の単位である。「音素」は同時に，形
態素を構成するための最小の意味の要素でもあ
る。「形態素」とは，専門の言語学者が，独立
した最小の意味の基本単位として設定したもの
であるが，いまここでは，「単語」（word）とい
うもっと一般的な単位を用いることにする。言
語学者に言わせれば，r単語」は形態素より上
位の単位であり，意味の最小の単位ではない
が，日常の言語活動において，人は意味の基本
単位を言語学者のように厳密に分析している訳
ではない。むしろ，ネイティブ・スピーカーが
一回過程で認識していると思われる意味の最小
の単位は，単語もしくはそれよりも広範囲の形
態的要索であろう。「単語」は，言語研究のた
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めの単位としてはその定義があいまいである
が，外国語学習に際しての意味の基本単位とし
ては，辞書が単語を項目の単位としていること
などから鑑みて，最も適切と思われる。「統語
法」とは「単語」の並び方のルールである。言
語構造とは，音素・単語・統語法の三つが有機
的に絡みあうことによって構成された構造体で
あるが，そのあらましは次のように述べること
ができる。まずいくつかの「音素」が集ること
により「単語」という意味の基本単位が形成さ
れる。次に，いくつかの「単語」が「統語法」
のルールに従って配列されることにより，さら
に上位レベルでの意味構造が形成される。この
時，一単語を形成する各音素は，単にじゅず玉
が並ぷように並置されるのであるが，各単語は
単に並列的に並ぷのではなく，ある単語はある
単語に対して従属的であったり，ある単語は他
の単語よりもある単語とより密接に結びついて
いたりするのであり，その配列は階層的であ
孔「統語法」とは，そのような階層的配列構
造により多様な意味構造を形成するためのルー
ルである。
　＊英語の文法構造を理解するためには単語レ
　、ペルで日英語を対応させるのが良い
　各言語は，音素・単語・統語法の三つのレベ
ルにおいてそれぞれ独自の構造を持ち，独自の
体系を形成している。したがって，二つの異っ
た言語の音素・単語・統語法の形態的構造は，
元来たがいに独立した別個の存在である。しか
るに，英語を日本語に訳す場合に，どこかのレ
A　言　　語
ペルで無理にでも重ねあわす必要があるのであ
るが，それは単語のレペルにおいてであると考
えられる。なぜならば，各単語はその一つ一つ
が基本的には宇宙の諸事象・諸概念と結びつい
たものであり，宇宙というものを基点とするこ
とによって，A言語の各単語と．B言語の各単語
を重ねあわせることができるからである。A言
語とB言語とでは，各単語の宇宙との結びつき
方は異っているが，そのずれを考慮しながら，
A言語の各単語をB言語の各単語に置きかえて
いくのである。もちろんずれがあるからA言語
の一単語は必らずしもB言語の一単語と対応す
るとは限らないが，たいていは一対一で対応さ
せ、ることができる。
　A言語とB言語を対応させるのに単語レペル
が良いと考える理由はもう一つある。先述のよ
うに，音素の配列の構造は並列的であり単語の
配列の構造は階層的である。すなわち，一単語
内における音素の配列は，その組み合わせが一
通りであり全体としてただ一つの意味をもつの
であり，一単語内の各音素はそれぞれ独立の意
味をもっていない。それに対して，文レペルに
おける単語の配列とは，独立した意味をもった
要素である単語というものを，その言語独自の
統語法のルールによって組み合わせることによ
って，より多様な意味構造を形成するものであ
る。したがって，単語レベルでA言語をB言語’
に変換した場合，両言語の単語の内部の形態的
構造は互いに完全に独立していて影響しあわな
いのであり，単語内部形態構造の相違による意
B　言　　語
一一8一一
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味のずれは生じない。一方，文レベルにおいて
は，各単語の辞書的意味（leXiCal　meani㎎）と
単語間の構造的意味（stmctura1meani㎎）が
錯そうしている。とくに，日本語と英語のよう
に語系が異なる場合は，構造的意味のずれが大
きい。文レベルで英語を日本語に変換する場合
には，そのずれを文法の知識によづて認識する
必要がある。
　いま，単語レベルの変換においては，各言語
の内部形態構造の相違による意味のずれは生じ
ないと述べたが，それは正確に言えば辞書的意
味に関してのみである。各単語には辞書的意味
のみならず構造的意味が含まれている。上図で
示したように，単語は音素と統語法の双方に関
連しており，一単語の中には統語機能に関係し
た形態的構造が内蔵されている。それらの部分
については，英語と日本語は対応しないし，ま
た翻訳できないことが多い。それらは単語レベ
ルだけで考えないで，むしろ統語法との関連に
おいて認識しておくべきである。例えば，He
1ikes　dogs・において，1ikes　g　sは三人称・
単数・現在を表わし，dogsのsは複数を表わ
す。これらのことは，適切な日本語に訳すこと
はほとんど不可能であるが，英語統語構造の一
環として，理解しておくべきことがらである。
　＊英語を英語のままで理解するとはいかなる
　　ことか
　先に，英語を目本語に訳す前に英語を英語の
ままで理解する必要があると述べたが，．これ
は，I皿の2の「＊成人の外国語学習にdirect’
methodは用いうるか」で，成人が英語という
まったく語系の異なる外国語を学習する場合に
は日本語の訳語を対応させた方がてっとり早い
と述べたことと，矛盾しているように思われる
かも知れない。
　英語を英語のままで理解するというのに二つ
のレベルがある。単語のレペルと文のレベルで
ある。ネイティブ・スピーカーにより近い状態
は，単語と文の双方のレベルで英語を理解する
ことであるが，英語学習の初歩の段階や，その
英単語に初めて遺遇する場合には，文レベルに
おいてのみということになる。すなわち，まず
単語レペルで日本語に訳し，それを英語の語順
のままで理解してから，日本語の語順になおす
というプロセスである。ただし，このように日
本語を英単語に対応させるのは，あくまでも初
めて遭遇する英単語の意味内容を把握する手段
としてであり，意味が解かれば・できるだけす
みやかに日本語の訳語を切り離し，単語レベル
においても，日本語を介しないで英語を英語の
ままで理解するのが望ましい。
　英語を英語のままで理解するということは，
英語学習過程において，ごく自然に習憤として
身につけるべきことであるが，そのような習慣
を身につけることが，非常に努力を要すること
のように思っている人がある。文レベルにおい．
て，その訓練の方法は，英語の語順のままで理
解するように努めるということにつきるが，単
語レペルにおいては，いかに行なえば良いのだ
ろうか。それには，英単語にいったん結びつけ
た日本語を捨象する必要があるが，それは，文
レベルにおいて英語を英語で理解するというプ
ロセスをくり返えしていると，とくに意識的に
ならなくても自然になされる。
　そもそも，言語とは意味と形態から成り立っ
ており，単語を理解するということは，単語の
形態を認識し，それに結びついた意味をただち
に想起することと考えられる。すなわち，単語
レベルにおいては，一つの形態に一つの意味が
結びつくのが原則である。しかるに，英単語を
日本語に変換して解釈するという状況において
は・一つの意味に口本語と英語の二つの形態が
結びついていることになる。それは自然な言語
活動とは言牟ない。だいいち，英語で会話した
り本を読んだりするのに，いちいち日本謝ご変
換していたのでは，とても時問的に間にあわな
いし，また自由に思考を展開することもできな
い。
　各単語は，あるコンテクストの中で，他の単
語との結びつきにおいて存在している。先に，
単語レベルの意味が階層的に結びつきあうこと
によって，文レベルの意味が成立すると述べた
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が，逆に，各単語の意味は，文全体のコンテク
ストの中で決定されるものでもある。すなわ
ち，一つの単語が複数の意味を有する場合に
は，あるコンテクストがそのいくつかの意味の
中からただ一つの意味を決定するのである。
（比嚥的表現などでは，同時に複数の意味が共
存することもある。）
　我々は，目本語の単語を覚える際に，いちい
ち辞書を引いて単語の意味を確かめている訳で
はない。あるコンテクストの中でその単語の意
味を推定して，それで全体のつじつまがあえば
良しとしているのであ孔同様のことが・英語
学習についても言える。はじめ，個々の英単語
を理解するために，日本語の訳語を対応させて
も，それらの英単語を英語の語順に並べて，英
語のコンテクストの中で理解するというプロセ
スの中で，各単語同志が意味的に相互関係を持
ち，各単語の意味はその相互関係の中で決定さ
れる。そして各英単語と日本語のつながりは自
然に捨象されてくる。それが言語活動として自
然だからである。
　先述のdirect　methodは，コンテクストに
依存した教授法と言える。ただしdifect　me－
thodは，語系・文化圏が著しく異なる場合に
は，思わぬ誤解の生じることがある。その危険
をさけるために，てっとり早く英単語の意味を
推定する目的で，日本語の訳語を対応させるわ
けであるが，英語と目本語とでは語彙の体系が
異なっているために，かなりな意味のずれが生
じることになる。場合によっては，コンテクス
トが英語であり語彙体系が日本語であるという
不自然なことになる。しカ・し，各英単語の意味
は，日本語の訳語によって与えられた意味か
ら，しだいに，英文全体のコンテクストの論理
性を満たす意味へと移行してくる。すなわち，
日本語を介さない元来の英語の意味に近づいて
くる。このように考えると，コンテクストによ
る修正があるから，最初，日本語に変換した意
味で解釈しても，大丈夫だと言うことにも」な
る。
　ホ単語レベルでの目英語の対応のモ’デル
　以上，英語学習過程において英単語を日本語
の単語に対応させることについて述ぺたが，こ
れは図I・皿・皿・W・V・Wのように毛デル
化してみることができる。言語は意味（mean－
i㎎）と形態（fom）とから成るが，ある一つ
の英単語の意味をEm，形態をEf，それに対応
する日本語の単語の意味をJm，形態をJfとす
る。
I：英単語の形態Efを，辞書などを用いるこ
Em Jm　　　　　　　　　Em
E｛　→　J｛　　　　　　　　　　Ef
J皿　　　　　　　　　　Em
／f
一一i一〉J｛
Jm
巫　　　　　Jf
E㎜く←・一一Jm
皿
lV
Em＜←一・’』m
1／
Jf　　　　　　　　　E｛
V
Jf
Em　　　　　Jm
11：｛　　　　　　　J｛
VI
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　とにより，日本語の単語の形態Jfと対応さ
　せる。Jfはその意味であるJmと結びつく。
皿：IのEf→Jf→Jmにおいて，Jf→Jmは，
　Ef→Jfの結合がある以前から，あらかじめ結
　びついている。すなわち，EfがJfに結び
　つく時点において，Efは同時にJmにも結
　びつく，したがって，Ef→Jf→Jmというル
　ートと同時に，Ef→Jmというルートが生じ
　るということは，容易に考えられる。
皿：皿において，Jmという一つの意味に，Ef
　・Jfという二つの形態が結びついていたが，
　これは言語活動として不自然である。Ef→
　Jmというルートであれば，一つの形態に一
　つの意味が結びつくことになり，より自然で
　ある。
IV：Jmは日本語の語彙体系の中で決定される
　意味であるが，これは英文のコンテクスト内
　での論理性を満す意味Emに移行する。
V：Ef→Emという結合は，英語の言語構造の
　一環として，Ef→JmおよびJm→Em以前
　に存している。Ef→Jm→Emというルート
　は便宜的なものであり，ある英文のコンテク
　ストの中での英単語の意味がEmであること
　が発見されると，すぐに，Ef→Jm→Em　と
　というルートは捨象されることになる。
VI：Ef→Emはネイティブ・スピーカーの言語
　活動そのものである。ただし，ネイティブ・
　スピーカーは，いくつかのコンテクストにお
　けるEf→Emの結びつき，すなわち　Ef→
　｛Em。，Em。，Em。……｝を認識している。我
　々も，いくつかのコンテクストにおいてEf
　の意味を考えることによって，｛Em、，Em2，
　　・・｝を増やしていくことになるが，いった
　ん一つのEmを認識した後には，Em同志
　の連想も働くことになる。
　以上のモデルは・単語が最小の独立した意味
の単位であることを前提としたものであるが，
先述のように，ネイティブ・スピーカーの言語
活動・言語認識過程は，必らずしも単語を最小
の意味の単位とはしていない。むしろ，一回過’
程で認識される意味の範囲は，もっと広範囲で
あることが多いと考えられる。楡えれば，点描
派の画家は，青と黄を並置することによって緑
を表現するが，この場合の青と黄をそれぞれ一
つの単語と考えてみるとよい。たいていの人
は，青と黄を別々に認識しないで，緑として一
回過程で認識している。たいていの人は，各単
語を全体的な流れとしてトータルに把握してお
り，言語学者が分析するように，詳細に一つ一
つの単語の意味を把握している訳ではない。皿
の1の「＊実用英語の難しさはヒアリングにあ
る」においてFokachopsticksの例で示した
が，ネイティブ・スピーカーは，各単語の切れ
目がどこにあるか，明確に認識していないこと
さえある。とくにイデオムなどの場合は，ある
一定の単語の組みあわせが慣用化されたため
’に，表現全体としての意味の認識が先行し，そ
の表現を構成する個々の単語の意味の認識が明
確になされず，その為に，個々の単語の意味を
総合したものと表現全体の意味がずれてしまっ
たと考えられる。
　上記のように，ネイティブ・スピーカーの言
語認識過程は，必ずしも単語単位で行なわれて
いるのではない。しかし，言語構造というもの
が，単語を独立した意味の単位として成立して
いる限りにおいて，外国語を習得するために
は，図I～VIのようなモデルで個々の単語の意
味を認識していくことが必要であると考えられ
る。点描派の画家の職えをくりかえすが，青と
黄を認識することによって緑を把握するという
ことがなければ，次に，青と赤を並置したとき
に紫が生ずるということが把握できない。
　我々が日本語を用いる際にも，時には単語レ
ベルにもどって考えることが必要かも知れな
い。我々の思考の流れは，単語より上位レベル
で行なわれているが，気の付かないうちに，個
々の単語の意味が相互にずれてしまって，極端
な場合には，単語同志が意味的に矛盾してしま
っていることもある。我々は，日本語に憤れて
いるために・かえってそのような矛盾に気付き
にくいが，単語レベルにもどることによって，
その矛盾を明確にして是正することができる。
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単語レベルにもどることは，同時に日本語の統
語構造を再確認することでもある。
　皿の2の「＊橋渡しとしての英語力」でも述
べたが，我々が英語を学習する際には，一見，
矛盾するようであるが，できるだけ日本語を離
れて英語だけで思考する訓練と同時に，日本語
とのつながりにおいて英語を考える訓練をする
必要もある。英文の内容を自分だけで理解する
のであれば，日本語を介入させない方が良い
が，いったん理解した英文を他の日本人に説明
するためには，どうしても，英語に匹適する日
本語を想起して構成する能力が必要となってく
る。すなわち，上言己のI～VIのモデルにおい
て，いったんIからVIまでの各プロセスが完成
してカ・ら，逆にまたIにもどることになる。た
だし，Iとまったく同じではない。Iにおいて
は，英単語に匹適する日本語を，辞書などを用
いることによって単に機械的に対応させた訳で
あるが，いったんIの段階に達している訳であ．
るから，まず英単語の意味を英語のままで理解
し，英文全体のコンテクストの中での意味を把
握した上で，最もそれに匹適した日本語を選び
出すというプロセスになる。その様子は，図
I’のように表わすことができる。
Em　　・　　　　　　　　』m
　　　　　Ef　　→　　Jf
　　　　　　　　　　I’
I’：Ef牟らその意味Emが連想される。そ
　れと同時に，Efに対応すると思われる目本
　語Jfが連想される。EmとJmをくらべ
　て，あるコ！テクストの中での意味として両
　者にあまりずれがなかったら，JfがEfの
　訳語として適切ということになる。
　＊日英語の音声構造の相異点
　すでに何度か述べたが，英語の音声構造は日
本人にとってかなり難かしいものと言える。学
校英語が実用英語に結びつかない最大の原因は
そこにあると考えられる。日本人にとって困難
と思える日英語の音声構造上の相違点をいくつ
か列挙してみる。
四
五
六
音素体系の相異
音節構造の相異
強弱アクセント
リズム構造の相異
子音の浮動性
母音の浮動性（強形と弱形）
上記のそれぞれについて説明する。
　一　音素体系の相異
　初めて外国語を学習する者は，音素の概念そ
のものを認識していない場合が多い。日本語と
英語は，音素の弁別の体系が異っており，英語
には，日本語に存しない音素が存する。たとえ
ば，〔到　という音素は，アと工の中間の音な
どと説明されるが，これが，英語の音素体系の
中でのみ成立するところの，アでもなくイでも
ない別の一つの音素であることを，まず認識す
る必要がある。
　我々日本人が，英語の各音素を日本語の音素
体系に影響されないで認識するということは，
かなり難しいことである。無意識のうちに，英
語の音素が，類似した日本語の音素で代用され
ているようなことも多いと考えられる。また，
かりにそのような代用があっても，たいていの
場合は，たいした誤解もなくそれなりに通じる
ものである。それは，音素レベルで多少のずれ
があっても，それよりもっと上位レベルでつじ
つまがあってしまうからであろう。
　しかしそれでも，英語の音声構造を把握する
ために，英語の各音素を英語の音素体系の中で
認識するように努力することは必須である。そ
れは，音素が，意味弁別のための基本的かつ究
極的な形態的要素だからである。ただ，以下の
項目で述べるように，英語の各音素は，日本語
の音素と比べて不安定であり，日本人にとって
はかなり把握しにくいものと言えるであろう。
事実，英米人が日本語を学習するのと，目本人
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が英語を学習するのを比べると，各音素の発音
と聞き取りに関しては，前者の方が一般的に上
達がはやいようである。
　二　音節構造の相異
　先述のように，日本語の音節は英語と比べて
安定している。日本語の音節構造のパターン
は，原則としてCV（一子音十一母音）また
はV（一母音）であり，常に母音で終わる。こ
れに対して，英語の音節は，母音の前に子音が
三つまで，後には四つまでつき得るのであり，
CV．（例：see），CVC　（Put）．CCCVC（strike），
CVCCCC（tempts）など，さまざまなパターン
がある。
　三強弱ア．クセント
　英語はStreSS　aCCent（強弱アクセント）で
ある。我々日本人は，日本語のpitch　accent
（高低アクセント）に慣れているが，英語のス
ピーキングやヒアリングの能力を身につけるた
めには，ぜひとも，英語の強弱アクセントがい
かなるものであるかを認識しておく必要があ
る。強弱アクセントは，単に単語レベルや文レ
ベルでの意味の弁別の要因として機能している
だけでなく，英語の発話のリズムを構成する要
因となっている。
　四　リズム構造の相異
　英語はstress－timed　rhythm（強勢のリズ
ム）であり，日本語はsy11able－timed　rhythm
（音節のリズム）である。二で述べたように，
日本語の音節パターンはCVまたはVであり．
英語と比べて単純で安定している。日本語のリ
ズムは，この安定した音節が等しい時間的問隔
で並ぷというものである。（ci　A図）英語の場
合，さまざまなパターンの音節が並ぷことにな
るが・それらが一定のリズムを構成するために
は，三で述べたように，英語が強弱アクセント
であることが大きな役割をはたすことになる。
英語のリズムは次のように説明される。いくつ
かの音節が並び，その中のある音節の母音が，
とくに強いストレス（primary　stressと称す
る。cf．B図）で発音される。この強いストレ
スのおかれた母音が中心となり，いくつかの音
節がひとまとまりとなる。（このまとまりを
rhythm　unitと称する。cf．B図）英語のリズム
は，このrhythm　unitによって形成される。
すなわち，rhythmunitの中心であるprimary
StreSSが時問的に等間隔で出現することによ
って形成される。ただし等間隔と言っても，物
理的に正確に響間隔と言うわけではなく，それ
はむしろ話者や聞き手の心理的あるいは生理的
なものである。
　五　子音の浮動性
　二で述べたように，日本語の子音は必らず
CVというパターンを形成する。すなわち，各
子音は必らず後続する一母音に支えられた形で
登場する であり，二つ以上の子音が連続して
生じることがなく，音節が子音で終わるという
　　　rト・｛｛｛｛一’一一等時的間隔
・図⊂1⊃O⊂⊃○○（1）…音節
．’’一一等時的間隔
一一一Primaryst棚s
・図匝⊃・… ⊂1⊃①・… ⊆車⊃・・⊂1り
、rl，y・hm　unit
学校英語か実用英語か(その3)
Page:10無断転載禁止。　
一ことがない。このような日本語の子音は，物理
的に安定していると言える。一方，．英語の場合
は，音節パターンがさまざまであり，複数の子
音が連続して生じることが多く，音節が子音で
終わることも多い。このために，英語の子音
は，音素として同一のものが，環境によって物
理的にかなり異った様相を示す。たとえば，破
裂音は，語頭に出現するときはaspiration（帯
気）を伴った破裂となり，語尾に出現するとき
は，閉鎖の持続だけで打ち切られ，破裂のため
の開放を伴わないことが多い。さらに語尾の破
裂音も，その次に母音で始まる語が後続する時
は・その母音とliaiSon（連読）して，語頭の
破裂音と同じ様相を示すことになる。子音は，
発声器官（唇・歯・歯茎など）の作用（破裂・
摩擦など）があるので，その点を明確に説明し
てもらえば，未知の子音もその調音の仕方を把
握することは比較的容易である。日本人にとっ
て英語の子音が認識しにくいのは，むしろ，英
語の音節構造にからんで，各子音が浮動性を示
す点にあると言える。
　六　母音の浮動性（強形と弱形）
　英語の母音は不安定である。日本人に日本語
の母音の数はいくつかとたずねると皆んな五つ
と答える。英語のネイティブ・スピーカーに英
語の母音の数を聞いてみると，答えられなかっ
たり人によって数が違っていたりす孔英語の
母音が不安定なのは，英語が強弱アクセントで
あることに関係していると考えられる。強い音
節の母音は固有の音価を保つが，弱音節の母音
は固有の音価と中央母音〔θ〕（中舌母音，あい
まい母音）との中間の音であり，そこには無限
と言える段階がある。強弱のリズム構造をその
背景とした英語の母音はかなり浮動的であり，
安定した音節構造に支えられた日本語の母音と
はかなり異った様相を示している。
　英語母音の浮動性は，助動詞・代名詞・前置
詞などの機能語においては，StrOng　fOrm（強
形）・weak　fom（弱形）という形で表われる。
一般的に機能語は，単独で発音されたときは
stro㎎form．をとり，文中で発音されたときは
weak　fomをとる。ただし文中であっても，
強勢を受けたときはstro㎎fomをとる。強
形と弱形は，例えばam：〔記m〕；〔θm〕，〔m〕
やhave二〔hεev〕；〔hg寸〕、〔9v〕，〔v〕のように，
かなり形が異なるが，強勢を受けない母音の中
央母音化さらに無母音化として説明することが
できる。強形と弱形は，結果としては母音の様
相の変化という現象であるが，その現象の根源
は英語の強弱のリズムにあると言える。したが
って，これに慣れるには，それぞれの形を単独
に把握するより，英語特有のリズムの中で把握
するほうが有効であろう。
　以上，英語音声構造の概観を，日本語音声構
造との比較において説明した。六つの点を列挙
したが，それぞれは独立しているのではなく・
有機的に深く関連しあっている。英語が強弱ア
クセントであることは，英語のリズムの形成お
よび母音の浮動性の根本的な要因となってい
る。また，子音の浮動性は，英語の音節構造と
密接な関係にある。これらρことは，単なる知
’識として理解するだけでなく，実際に英語の音
声に何度もふれることによって習得していくべ
きことであるが，幼児期を過ぎてから外国語と
して英語を学習する場合には，英語の音声体系
やリズム構造がどのようなものであるか，また
日本語のそれといかに異っているかということ
について，あらかじめ説明しておいた方が認識
しやすいと考えられる。丁度それは，統語構造
を理解するために文法の説明が必要であるのと
同じことである。しかるに，従来の学校英語教
育においては，英語音声構造についての体系的
な説明およびシステマティ・ソクな指導がほとん
どなかった。
　幼児期に母国語の音声にふれるのは無意識過
程であ孔母国語の音声構造は，意識しなくて
も自動的に頭の中にくみ込まれる。しかし，幼
児期を過ぎての外国語の発音練習やヒアリング
の訓練は意識的になされる必要がある。すなわ
ち，ただ漠然と音声にふれるのではなく，音素
概念についての認識や音節構造についての把握
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がなされた上で音声にふれた方が，音声を正し
く能率的に把握することができると考えられ
る。
　ただし，誤解がないように念のために述べて
おくが，概念的な説明はあくまでも手段であ
り，それ自体が目的ではない。音声学習そのも
のは，実際に何度も声を出して発音したり，英
語のテープを聞いたりすることによって行なわ
れるのであり，説明はあくまでその際に注意す
べきポイントをおさえるための手段である。音
声学習に音声についての説明が必要なのは，文
法構造の習得に文法についての説明が必要なの
と同じことである。統語構造を習得するための
訓練そのものは，できるだけ数多くの英文にふ
れることであるが，その訓練を能率的に行なう
ためには，あらかじめ適切な文法的説明をして
おかねばならない。音声の習得そのものは，あ
くまでも訓練をくりかえすことによるが，幼児
期を過ぎてからの外国語学習において，その訓
練は単なる試行錯誤によるものではなく，何ん
らかの方向づけが必要である。その方向づけを
正しく行なうためには，適切な説明によってあ
らかじめ英語音声構造についての概念的な把握
を充分にしておく必要があると考えられる。
　　　　　　　　　　（1987年5月11日受理）
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